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昭和 22年 4月 1日

23年 4月 1日
25年 4月 1日
29年 3月 31日
32年 4月 1日
34年 2月 14日
34年 12月 20日
35年 4月 1日
36年 4月 1日
38年 9月 8日
39年 4月 1日
39年 9月 18日
41年 3月 15日
41年 4月 1日

42年 4月 2日
43年 4月 1日
44年 4月 1日
45年 4月 1日
45年 6月
47年 1月
47年 4月 1日
47年 7月 24日
48年 3月 14日
48年 6月 18日
50年 8月 17日
51年 4月 1日
52年 4月 1日
54年 10月 1日
55年 4月 1日
55年 8月 5日
57年 4月 30日
59年 4月 1日
59年 4月 1日
60年 3月 5日
60年 4月 1日
61年 3月 25日
62年 4月 1日

平成 1年 4月 1日
2年 4月 1日
3年 4月 1日
4年 2月 27日
4年 4月 1日

4年 4月 16日
4年 11月 8日

5年 3月 25日
5年 4月 1日
5年 6月 7日
5年 8月 10日

平成 6年 1月 24日
6年 4月 1日

6年 8月 25日
6年 9月 16日

学校沿革の概要

運動場堤防落成（ＰＴＡ奉仕作業）

六代校長 遠近 清重氏着任

十四代校長 上田 明男氏着任

台風７号の被害甚大

十五代校長 大塚 巌氏着任 (生徒数６８名・３学級）

屋内運動場増改築落成
３学級となる（生徒数６３名･教職員１０名）
十六代校長 森 宗壽氏着任
高知県社会福祉協議会指定の福祉推進校となる

生徒数５７名・３学級 教職員１１名

生徒数６５名・３学級

十三代校長 高見 昭夫氏着任
現在の校舎新築落成
３学級となる （生徒数５７名･教職員９名）

特殊学級認可４学級となる （生徒数７０名・３学級）

校庭に夜間照明６基設置（バックネット、体育館正面階段、コンクリー
ト壁完成）
体育館東側に小中併用の倉庫落成

図書室窓に網戸取り付け

学校林境界確認・山林状況視察

十二代校長 安岡 良雄氏着任
台風１０号により校庭冠水

特殊学級認可４学級となる
校庭南道路舗装完了
プレハブ校舎へ移転

学校沿革の概要

学校名 高知県四万十市立中筋中学校
所在地 高知県中村市有岡１００８番地

初代校長 遠近 清重氏着任
二代校長 野村 義晴氏着任

校庭拡張工事竣工
４学級となる
五代校長 大原 計男氏着任
台風９号により床上２.３ｍ浸水、国庫災害補助により復旧

学制改革により幡多郡中筋村立中筋中学校を新設（３学級８４名）

三代校長 大橋 清春氏着任
市町村合併により中村市立中筋中学校と改称
四代校長 西内 勝顕氏着任
新校舎落成

技術科教室落成
七代校長 前田 勝氏着任
３学級となる
八代校長 岡村 重雄氏着任
小学校と合同のプール落成

体育館落成、地元寄付５０万円で内容を充実する

５学級となる（内特殊２学級）

３学級となる

校歌制定

３学級となる（生徒数６２名・教職員１３名）
十七代校長 今城 康之氏着任

校庭埋め立て２．５ｍ並びに整地完了

九代校長 松田 松雄氏着任
台風９号により床上浸水１.２ｍ、災害法により復旧
校舎前道路完成
浸水時の荷揚げ棚並びにピアノ吊り上げ装置完成
台風５号により床上６８ｃｍ浸水、災害法により復旧
十代校長 示野 平氏着任
十一代校長 森 繁保氏着任
台風１６号により被災、床上浸水４３㎝

自転車置き場増設
鉄棒（屋外）新設



8年 4月 1日
8年 4月 8日
9年 4月 1日

10年 4月 1日
10年 4月 8日
10年 11月 1日
10年 12月 21日
11年 4月 1日
12年 4月 1日
13年 1月 18日
13年 4月 1日
13年 4月 8日
13年 8月 1日
14年 4月 1日
15年 4月 1日
16年 2月 23日
16年 3月 10日
16年 4月 1日
17年 4月 1日
17年 4月 10日
18年 4月 1日
19年 4月 1日

平成 20年 4月 1日
20年 4月 8日
21年 4月 1日
21年 9月 1日
22年 4月 1日
23年 4月 1日
24年 4月 1日

25年 4月 1日

26年 4月 1日

27年 4月 1日

28年 4月 1日

28年 4月 8日
28年 8月 30日
29年 3月 28日
29年 4月 1日

29年 6月 30日
29年 7月 13日
29年 7月 31日
29年 11月 2日

30年 3月 11日

３学級となる（生徒数１７名 教職員数１２名）
二十四代校長 下谷 達也氏着任
中山間地域小規模・複式教育研究指定事業の研究協力校の指定を受ける
四万十市研究推進校指定事業の小規模複式研究推進校の指定を受ける
四万十市社会福祉協議会福祉活動推進校の指定を受ける

３学級となる（生徒数２３名 教職員数１２名）

３学級となる（生徒数１７名 教職員数１２名）
３学級となる（生徒数１７名 教職員数１２名）

四万十市研究推進校指定事業の小中連携研究推進校の指定を受ける

生徒数３８名・３学級 教職員１２名
生徒数３４名・３学級 教職員１２名

生徒数３６名・３学級 教職員１２名

生徒数５４名・３学級

二十三代校長 松田 文雄氏着任

３学級となる（生徒数３４名 教職員数１２名）

二十二代校長 岡本 明美氏着任
３学級となる（生徒数２４名 教職員数１２名）
高知県統計協会統計教育研究指定校
四万十市研究推進校指定事業の小中連携研究推進校の指定を受ける
３学級となる（生徒数２４名 教職員数１２名）

生徒数５８名・３学級

生徒数５７名・３学級
生徒数５４名・３学級

十九代校長 谷本 哲志氏着任 （生徒数５５名・３学級）

パソコン室冷房設置

二十代校長 中川 洋介氏着任 （生徒数４５名・３学級）

西部教育事務所研究協力校（家庭学習）となる

市町村合併により四万十市立中筋中学校と改称

二十一代校長 伊与田 利実氏着任

２学級編制となる（生徒数１９名 教職員数 ８名）

部活動再編(陸上部・卓球部)

体育館暗幕修繕・交換
校舎南側通路に砕石搬入

図書室カーテンからブラインドに交換

中村市教育研究所研究協力校となる（２年間）

２学級編制となる（生徒数１６名 教職員数 ８名）
小規模・複式校における未来づくり推進校事業の研究推進校の指定を受

３学級となる（生徒数３０名 教職員数１３名）

十八代校長 下村 耀子氏着任 （生徒数６４名・３学級）

現在のプール落成
現在の駐輪場落成

特色ある教育課程推進校(選択教科)の研究推進校の県指定を受ける

文部省指定｢道徳的実践活動推進地域校」となる（３年間）
学校林寄贈記念碑建立
体育館倉庫落成

文部省指定｢道徳的実践活動推進地域校」自主発表

生徒数５２名・３学級

卒業・創立７０周年記念桜植樹

ける
四万十市研究推進校指定事業の小規模複式研究推進校の指定を受ける

第６６回全国へき地教育研究大会高知大会分科会会場校として研究発表

四万十市研究推進校指定事業の小規模複式研究推進校の指定を受ける

２学級編制となる（生徒数１４名 教職員数 ７名）
小規模・複式校における未来づくり推進校事業の研究推進校の指定を受
ける

四万十市内全中学校の給食開始

校舎看板交換
ワークホールカーテン取替

会の開催


